
活動名 千葉県富里市と日本大学理工学部との連携協定に基づく景観計画策定に関わる技術支援

貢献・連携類型 １．地域連携・協力

報告者 まちづくり工学科 学科 職位 教授 氏名

2024年10月30日、12月20日、2025
年3月14日ほか

場所 千葉県富里市

本学からの参加者
まちづくり工学科　阿部貴弘、田島洋輔、その他学生６名程度

阿部　貴弘

概要（実施したこと，進捗状況等）について記述してください。
　千葉県富里市は、2025年度をめどに『富里市景観計画』の策定を予定しています。本学は、
富里市と日本大学理工学部との連携協定に基づき、景観計画策定に係る技術的支援を行ってき
ました。
　本年度は、景観計画に対して、地元の住民の方々の意見等を反映するため、地元住民や市職
員、本学学生により構成される「富里市景観ワークショップ」の実施を支援しました。景観
ワークショップでは、地域景観の魅力や課題、今後の景観形成の方向性について意見交換を行
い、計画策定の基礎資料の一つとして取りまとめました。
　これらに加え、景観計画の具体的な内容について協議するため、地元自治会代表者や関連団
体代表者、千葉県、そして本学教員からなる「有識者懇談会」の運営を支援し、景観計画に対
する技術支援を実施しています。

今後の展望，本活動で得られた成果を記述してください。
　次年度以降は、景観ワークショップの成果や市民アンケート調査結果、さらに現地調査結果
や開発動向などを踏まえつつ、有識者懇談会における協議に基づき、景観計画の具体的な内容
について、専門的見地から技術支援を行う予定です。

対象・
相手先

千葉県富里市

写真を挿入

協定書・依頼の有無（具体的に記入）
富里市と日本大学理工学部との包括連携協定及び相手先
からの理工学部長宛て依頼文書がある

実施
日時
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